
令和7年度 南丹市障がい者基幹相談支援センター 活動報告
                                         R8.3月現在

〇職員体制
・相談支援専門員 ２名 

〇障がい者相談支援（R7.４.１～R8.３.31）
◆月別件数推移（新規受付件数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計
障がい者 5 4 3 5 5 3 3 0 3 2 0 3 36
障がい児 0 5 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 6
※高卒予定者進路相談対象者 4名

◆障がい種別件数
身体 知的 精神 発達 高次脳 難病 その他 合計

障がい者 7 6 20 1 1 0 1 36
障がい児 0 5 0 1 0 0 0 6

◆相談経路

本人 家族 学校
相談

事業所

サービ
ス事
業所

保健所 包括 社協
（困窮）

民生
委員

医療
機関

市役所 その他

障がい者 10 9 0 3 0 2 2 1 0 2 2 5
障がい児 1 4 1

※進路相談

◆転帰

障がい者
障がい児

〇継続相談支援件数 R7.４.１～R8.3.31（年度内終結分含む）

障がい者
障がい児
 合 計

資料④

継続支援 終結 他機関引継 その他
10 23 3
5 1

 実 数  内 新規  内 終結
60 7 25
5 5 0
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〇権利擁護に関する支援
<障がい者虐待防止支援>
◆件数（年度内）

 件数

<成年後見制度利用促進支援>（基幹相談支援センター対応分）
◆相談支援件数： 2  件  

〇会議・研修会等の実施
◆基幹センター会議： 12回（1回/月）
◆相談支援事業所会議：6回（1回/2か月）うち3回：事例検討
◆障がい者支援ネットワーク会議（４地域・隔月、全体会）：地域 20 回 、全体会  1 回

〇会議・研修会等の参加、講師等

 参加
 講師等

〇進路相談関係
◆支援学校進路相談：  1校／ 4回 （  4名）
◆一般高校進路相談：  1校／ 1回 （ 0名）

受理件数 認定件数 終結件数 継続
2 1 2 0

 府関係
 市関係
（主管課）

 市関係
（その他）

南丹圏域障が
い福祉関係

 その他  合計

0 7 7 32 6 52
0 1 1 0 1 3

◆地域生活相談（家庭支援総合センター）：   0回／   名



令和7年度 基幹相談支援センター 活動報告

〇活動内容

■会議・研修会等の実施

・基幹センター会議 12回（毎月1回）

（4/23、5/28、6/25、7/23、8/27、9/2２、10/23、11/26、12/19、1/22、

2/20 )

・相談支援事業所会議 6回（5/20、7/１５、9/18、11/20、1/26、3/23）

・障がい者ネットワーク会議（4地域・隔月）地域20回 、全体会1回（12/11）

■その他会議・研修会等の参加、講師等

4/1０(木) 丹波支援学校 進路連携会議 （南丹市役所）

4/15(火) ほっとネット運営会議(保健所）

4/24(木) 地域活動支援センター会議（園部地活）

4/28(月) 丹波支援学校前期進路相談打合せ・授業見学

5/13(火) 福祉 4センター会議（南丹市役所）

5/14(水) 民生児童委員研修会 講師 （アスエル園部）

5/22(木) 地域活動支援センター会議（園部地活）

5/30(金) ほっとネット相談支援部会「あけてガッテン」 （丹波支援学校）

6/23(月) 虐待コア会議（南丹市役所）

6/26(木) 地域活動支援センター会議（園部地活）

6/26(木) きぼうのつながり研究会（アスエル園部）

７/1(火) 相談支援部会フォローアップ研修打合せ（亀岡福祉会お結び）

7/３(木） コミュニティコーピング研修（アスエル園部）

７/14(月) 虐待コア会議（南丹市役所）

7/24(木) 地域活動支援センター会議（園部地活）

７/29(火） ほっとネット精神保健福祉部会（南丹市役所）

8/4(月) 第 2回ほっとネット相談支援部会「あけてガッテン」（丹波支援学校）

8/5(火) 地域自立支援協議会（南丹市役所）

8/22(金) ほっとネット相談支援部会フォローアップ研修打合せ（ZOOM）

8/25(月) 第３回ほっとネット相談支援部会「あけてガッテン」（丹波支援学校）

8/28(木） 南丹圏障害者就労支援ネットワーク会議（クアスポ口丹）

8/29(木) 地域活動支援センター会議（園部地活）

9/８(月） 障害者ネットワーク会議全体会打合せ 南丹市役所

9/17(水) 福祉 4センター会議（南丹市役所）

9/24(水) 相談支援専門員フォローアップ研修打合せ（ZOOM) 南丹市役所



9/26(金) 地域活動支援センター会議（園部地活）

9/26(金) 虐待コア会議（南丹市役所）

９/30(火) 第 20回あけてガッテン（福祉事業所説明会）（国際交流会館）

10/10(金) 南丹市社会福祉協議会虐待防止委員会研修 講師（アスエル園部）

10/14(火) ほっとネット相談支援部会「あけてガッテン」 （丹波支援学校）

10/15(水) 南丹市地域ケア推進会議（国際交流会館）

10/21(火) ほっとネット精神保健福祉部会（南丹保健所）

10/24(金) ほっとネット相談支援部会コア会議 （亀岡福祉会お結び）

10/28(火) 障害者ネットーワーク会議全体会打合せ②(南丹市役所）

10/31(金) 地域活動支援センター会議（園部地活）

10/31(金) ほっとネット相談支援部会 フォローアップ研修（南丹保健所講堂）

11/12(水) 南丹市成年後見支援者向け研修会 （国際交流会館）

11/14(金) 地域自立支援協議会(南丹市役所）

11/28(金) 地域活動支援センター会議（園部地活）

12/9(火) 南丹市権利擁護ネットワーク協議会（南丹市役所）

12/19(金) 相談支援専門員研修「相談支援」っておもしろい⁉In 南丹 亀岡市基幹相談

支援センターお結び主催（亀岡市役所別館）

12/25(金) 地域活動支援センター会議（園部地活）

1/20(火) 第 2回ほっとネット精神保健福祉部会（亀岡市役所）

1/21(水) 第 1回地域共生ネットワーク会議（南丹市役所）

1/30(金) 地域活動支援センター会議（園部地活）

1/30(金） ほっとネット運営委員会（ZOOM）

2/10(火) 障害者相談員交流会 研修 講師（「自立支援」について）(南丹市役所）

2/14(土) 南丹精神保健福祉推進家族会(南丹つぼみ会 学習会（日吉障害学習センター）

2/26(木) 地域活動支援センター会議（園部地活）

3/4(水） 美山育成苑 地域連携推進会議（美山育成苑）

3/19(木) 地域自立支援協議会（南丹市役所）

3/19(木) 第４回ほっとネット運営委員会 全体会 （ZOOM)

3/26(木) 地域活動支援センター会議（園部地活）

■支援学校等進路相談

①丹波支援学校 ４回5/27、5/30、11/17、11/20）

②京都府立北桑田高校美山分校 1回 (6/18）



令和8年度 基幹相談支援センター 事業計画

〇南丹市障害者基幹相談支援センター

【役割】

①総合相談・専門相談

②地域の相談支援体制強化の取り組み

③地域移行・地域定着

④権利擁護・虐待防止

【R8年度 活動予定】

〇基幹相談支援センター会議 … 毎月１回実施

・全体的なケースの状況を共有・把握し、分析を行う。

障がい者支援ネットワーク会議など各会議の方向性や会議内容の精査などを実施する。

○南丹市障害者相談支援事業所会議 … 2か月に1回 定期開催

・各構成団体の情報交換

・圏域や南丹市内の地域の動き共有

・障がい者支援ネットワーク会議等で出た課題について共有、意見交換。

・事例検討を継続的に行い、本人理解を深め、支援を多面的に考える力を身につけるよう

相談技術を磨く。

・親亡き後、高齢化などを見越した支援方針の視点を持てるようにする。

・相談支援専門員が視野を広げ、地域の現状に関心を持つ姿勢を養い、南丹市の地域状況

をふまえた支援を考える視点を持てるようにする。

・相談支援専門員が「気軽に聞きあえる」関係性作りを意図的に行い、複雑な課題を抱え

る利用者対応への抱えこみを防ぐ。

○南丹市地区障害者ネットワーク会議

・各旧4町にて３ヵ月に1回定期開催、全体会年1回実施。

・継続して地域のネットワーク作りと交流をはかり、地域課題の抽出を行う。

・R８テーマ「ライフステージごとの自立支援を学び合う」

〇地域活動支援センター会議 … 毎月1回

・利用者ニーズの整理（ケース情報や利用目的の整理）を行い、地域ニーズを捉える。

・全体的なケースの傾向を把握し、個別支援や地域課題について地域活動支援センターだ

からこそできること、専門性を一緒に検討していく。



〇自立支援協議会（年3回）

・ネットワーク会議で抽出した課題を相談支援事業所で深め、自立支援協議会で発信する。

○他機関連携会議

【地域共生ネットワーク会議】

・「地域共生」「地域の課題解決」を念頭に置きながら、個別ケース（具体例）の解決に向け

てメンバー間で連携、情報共有する。

・「地域の課題解決」に繋がるよう各センターのメンバーが意見を出し合う。

〇南丹市委嘱相談員交流会 … 不定期

関係機関に障がい相談員の強味や役割を発信する。

何か相談等あれば一緒に考える。

〇各学校の進路相談、地域生活相談

・参加依頼あれば参加。進路決定後の経過確認も、５・６月頃に実施。

・教育機関と障害福祉分野の連携体制の維持。



R7年度 新規相談件数
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 うち虐

身体 1 2 2 1 1 7 19.4%

知的 1 1 1 1 1 1 6 16.7%

精神 3 3 2 3 2 2 2 3 20 55.6% 2 上野愛里

発達 1 1 2.8% 松崎君子

高次脳 1 1 2.8%

難病 0 0.0%

その他 1 1 2.8%

小計 5 4 3 5 5 3 3 0 3 2 0 3 36 100.0%

身体 0 0.0%

知的 5 5 83.3%

精神 0 0.0%

発達 1 1 16.7%

高次脳 0 0.0%

難病 0 0.0%

その他 0 0.0%

小計 0 5 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 6 100.0%

5 9 3 5 5 3 4 0 3 2 0 3 42

5 14 17 22 27 30 34 34 37 39 39 42
うち進路相談件数        ５  件

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 　計
R5 2 5 5 5 5 4 6 2 1 3 2 2 42
R6 5 9 7 5 2 2 9 1 1 2 3 4 50
R7 5 9 3 5 5 3 4 0 3 2 0 3 42

月合計
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第７回 障がい者支援ネットワーク会議 全体会 まとめ

1. 実 施 日： 令和 7年 12月 11日（水）13：30~16：30
2. 会 場： アスエルそのべ ３階 大研修室１・２

3. 参加者数： 37名
4. 講 師（コーディネーター）：南丹圏域障害者総合相談支援センター結丹 和田 GM

（パネラー）：(特非)船井ほのぼのかい 園部共同作業所…杉山泰佑 施設長

(福)京丹波福祉会 あしたーる工房…杉森健人 施設長

(特非)城山共同作業所 城山共同作業所…高向一統 施設長

5. 主 催： 南丹市障害者基幹相談支援センター・南丹市社会福祉課

6. 研修内容：パネルディスカッション～本人を中心とした自立支援～

グループワーク

7. 研修まとめ

①参加者からの声

＜自立支援を提供する支援者のスタンスとして大事にしたいこと＞

毎日の積み重ねの関わり（信頼関係、声掛け一つ）

思いを引き出す、力を引き出す

本人が考え、選択したことを支える（選択肢も提示する）

失敗も経験と受け止め、サポートする

福祉の当たり前・枠を作らない 等など

②講師の方々より

＜これからの自立支援について思うこと＞

・ネットワークをしっかり作っていく 人との繋がりが本人を支える

・収入を得ることで本人の生活が変わる、本人が変わる メニューを提案できるように

・相手の本心をくみ取れる力が必要

＜自立支援とは…研修を通じて＞

「相互のかかわりを通じて 内なる生きる力が

引き出されて 相乗的に高まっていく過程」

日々の支援


